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平 　成 　22　 年　 度

国　家　公　務　員

人事院・法務省

◇受　験　資　格◇
　　昭和 62年 4月 2日～平成 5年 4月 1日生まれの者
◇採 用 予 定 数◇
　　約 50名
　　（採用予定数は、平成 22年 6月現在のものであり、変動する場合もあります。）
◇試験日程・試験種目◇

入国警備官採用試験
受　験　案　内

－高等学校卒業程度－

第１次試験

受付
期間

インター
ネ ッ ト

郵　送
又　は
持　参

実　　　施　　　日 試　験　種　目

作　　文　　試　　験

教養試験（多枝選択式）

（最終合格者発表日）

8：30（受付開始）　9：00（試験開始） ～ 12：55（試験終了）

第１次試験合格通知書で指定する日時
（日時の変更は、原則として認められません。）

11月11日（木）

10月13日（水）

7月20日（火）～8月3日（火）　（8月3日（火）までの通信日付印有効）

７月２０日（火） 9：00 ～ ７月２７日（火）17：00

9月26日（日）

10月19日（火）
・

10月20日（水）

人　　物　　試　　験

身　　体　　検　　査

身　　体　　測　　定

体　　力　　検　　査

合格者発表日

第2次試験

この試験を受けられない者
（１）　日本の国籍を有しない者
（２）　国家公務員法第38条の規定により国家公務員となることができない者
　　○　成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む。）
　　○　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者又はその刑の執行猶予の期間中の者その他そ
　　　の執行を受けることがなくなるまでの者
　　○　一般職の国家公務員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない者
　　○　日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、
　　　又はこれに加入した者

入国警備官は……
　全国の地方入国管理局・同支局・同出
張所、各入国者収容所入国管理センター
において次のような業務に従事します。
○　不法入国者や不法滞在者などの違
　反事件の調査
○　収容令書又は退去強制令書を発付
　された外国人の摘発・違反調査、収容、
　護送、送還
○　入国者収容所入国管理センターな
　どにおける被収容者の処遇、施設の
　警備

こ







　最終合格者は、採用候補者名簿に得点順に記載されます。この名簿の中から全国の地方入国管理局又は入国
者収容所入国管理センターに採用が決定されます。採用は、おおむね平成23年４月以降になります。（最終合格
者数は、辞退者数を考慮して決定されます。）採用後は、これらの官署で若干の期間勤務した後、法務総合研究
所牛久支所において初任科研修（約４か月間の合宿研修で、憲法・行政法・外国人登録法・出入国管理及び難
民認定法・外国語などの学科をはじめ逮捕術その他の教育訓練）を受けます。

　採用当初の額は、190,570円です。
（注） １  この額は、平成22年 4月 1日時点のもので、公安職俸給表（一）1級３号俸が適用され、東京都特別区
　　　内に勤務する場合の例です。
　　　　地域手当の支給されない地域で採用された場合には161,500円です。
　　 ２  上記のほか次のような諸手当が支給されます。
　　　　扶養手当……扶養親族のある者に、配偶者月額 13,000 円等
　　　　住居手当……借家（賃貸のアパート等）に住んでいる者等に、月額最高 27,000 円
　　　　通勤手当……交通機関を利用している者等に、１箇月当たり最高 55,000 円
　　　　期末手当・勤勉手当（いわゆるボーナス）……１年間に俸給等の約 4.15 月分

　１週間当たりの勤務時間は38時間45分（週休２日制）であり、１日７時間45分の勤務を行う場合と交替制勤
務（昼間勤務と昼夜間勤務）を行う場合があります。
　休暇には、年20日の年次休暇（４月１日採用の場合、採用の年は15日。残日数は20日を限度として翌年に繰
越し）のほか、病気休暇、特別休暇（夏季・結婚・出産・忌引・ボランティア等）、介護休暇があります。

◇合 格 し た ら◇

◇給　　　　 与◇

◇平成21年度の実施結果◇

◇勤務時間・休暇◇

2,513（681） 133（41） 72（24）
（注）  （　）内の数字は、女性を内数で示す。

申  込  者  数 第１次試験合格者数 最終合格者数


